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今年度要求のポイント

健康福祉局　　精神保健福祉課局・課名／　　

13,820

121

事業内容

関連事業

整理番号 11

高齢化の進行に伴う認知症患者の増加に対応するため、認知症疾患医
療センターを中核とした認知症医療連携体制を構築し、保健医療・介
護機関等と連携を図りながら、地域における認知症疾患の保健医療水
準の向上を図ることを目的とする。

事業目的

　　　　　　　　高齢福祉課　　認知症対策連携強化事業
　　　　　　　　健康増進課　　認知症対策等支援事業

地域のかかりつけ医、専門医療機関、
認知症疾患医療センターの3者の役割を
明確にし、認知症医療の連携を推進す
る。

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計

○　認知症疾患医療センターの機能

① 専門医療機関としての機能
認知症疾患の鑑別診断、問題行動への対応及び身体疾患を併せ持つ認
知症患者への対応

② 認知症疾患に関する地域の医療機能の中核的機関としての機能
認知症患者の病態に応じた他の医療機関への紹介、かかりつけ医等地
域の医療関係者への専門的な医療研修の実施、認知症疾患医療連携協
議会の開催や専門的な相談への対応など地域の医療機関や介護施設等
の関係者との連携

③ 認知症疾患に係る医療に関する情報センターとしての機能
地域住民に対する普及啓発や相談への対応

13,820 13,820

内容・積算等

13,820

23年度要求額

運営負担金等

平成21年度決算額 平成22年度予算額

(単位　千円)

事 業 名 認知症疾患医療センター運営事業（政令市）

主な要求内容 （単位：千円）

認知症疾患医療センター事業関係経費

項目

前年度と同額の要求額であるが、今年度は、基本的な事業の継続実施に加え、地
域の医療水準を向上させるための医師向け研修等の更なる充実を図る。

22年度予算

平成23年度要求額

13,82013,820

全体事業費事業期間 　H20　～　H　　

6,894事 業 費

H20.12月、認知症疾患医療センター
として財団法人浅香山病院を指定。
H22.7月、同センターとして医療法人
杏和会　阪南病院を指定し、市内2ヶ
所となる。

地域の認知症医療水準の向上を図る
ために、医師対象の研修を充実させ
る。

【経過（～22年度】 【23年度】


